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タイトルになっている「Food of Sinful Demons ([肉それは]罪深き悪鬼の食べ物)」という
言葉は14世紀のチベットで活躍した戒律の専門家ニャムメー・シェーラプギェルツェン

























チョナン派のトルポパDol po pa Shes rab rgyal mtshan (1292-1361)が肉食や飲酒に対して厳
しい態度を採っていたことをトルポパ自身の著作から研究した望月海慧先生の研究( 2 )や、パ
クモドゥパ Phag mo gru pa (1110-1170)の主要な弟子であるジクテンスムゴン`Jig rten gsum
mgon(1143-1217)が厳格な菜食主義者であり、彼が創始したディクンカギュ派では長い間菜食






ガーサンポNgor chen kun dga` bzang po(1382-1456)のゴル流は1429年に創設されたエヴァン
僧院を中心に栄えたが、この僧院ではクンガーサンポの定めた清規に準拠し、肉や酒の持ち込
みが禁止され倫理規定が特に厳格であったとする『クンガーサンポ伝』の記述が紹介される。
カルマ派に目を移すと、カルマパ四世のルルペードルジェ Rol pa`i rdo rje(1340-1383)が自ら
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の道場への肉や酒の持ち込みを禁止したことは有名な歴史書である『テプテルゴンポ』にも記




































































二十』(Otani No.5582, Byang chub sems dpa`i sdom pa nyi shu pa: TTP 114-253-1-1)やその註
釈をしたシャーンタラクシタの『菩薩二十註』(Otani No.5583, sDom pa nyi shu pa`i `grel pa:
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TTP 114-253-2-8)、ボーディバドラの『律儀二十難語釈』(Otani No.5584, Byang chub sems
















チベット仏教の歴史の中で三律儀 sdom gsum を最初に取り上げて考察したのはアティシャ
Atiśa(982-1054)であった。彼は自らの著『一切三摩耶集』(Otani no.4547; dam tshig thams
cad bsdus pa)の中で、この三つの律儀の特徴を対比させて書き出し、密教の「真言律儀」を





別』(BDRC:W1KG1686 sdom pa gsum gyi rab tu dbye ba)と題する著作があり、これに対して
新サキャ派のシャーキャチョクデンやコラムパなど様々な論師が解説書を著している。ゲルク






章 A Necessary Evil ではチベット地区に住む人々の健康と、彼らの肉食習慣がどのように関
わってきたかという点を議論している。多くのチベット人がチベット医学の知見を背景にして
肉食の必要性を説いている。牧畜を主とするチベットの牧民の生活は動物食を抜きにして存在










































( 1 ) 西欧の仏教徒の多くは現在菜食主義の傾向にある。彼らが強く影響を受けた書は、フィリップカ
プリー師著『生きとし生けるものを愛しむ』で、この書は西欧の仏教徒に決定的な影響を与えた。
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